








７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：滋賀県

協議会名：甲賀市農業再生協議会

1 麦・大豆生産性・品質向上助成 1 4,000 麦・大豆（基幹作物） 病害虫雑草防除の実施、排水溝（明渠）の設置等

2 野菜・花き・果樹助成 1 6,000 作物名一覧と分類のとおり １作目同時期1ａ以上の作付け等

3 重点作物加算 1 25,000 作物名一覧と分類のとおり １作目同時期1ａ以上の作付け等

4 重点作物加算（二毛作） 2 25,000 作物名一覧と分類のとおり １作目同時期1ａ以上の作付け等

5 飼料作物助成 1 17,000 飼料用とうもろこし（基幹作物） 排水対策の実施、販売契約の締結等

6 雑穀・特用作物助成 1 4,000 作物名一覧と分類のとおり １作目同時期1ａ以上の作付け等

7 水田フル活用促進助成 1 6,000 新規需要米（飼料用米）（基幹作物） 新規需要米取組計画の認定を受けていること等

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



作物名一覧と分類 ●：重点作物

◎：複数年作物

野菜類

トマト ● ほうれんそう ● ねぎ ● かぶ類 ● にんじん ● かぼちゃ ●

キャベツ ● たまねぎ ● じゃがいも ● ブロッコリー ● なす ● 菜の花 ●

とうがらし ● はくさい ● こまつな ● ピーマン ● さといも ● すいか ●

かんぴょう ● メロン ● とうもろこし きゅうり いちご さつまいも

えだまめ うり類 スナップエンドウ

特用作物・雑穀類 複数年作物は定植後３年とする

薬用作物（どくだみ）●◎ 小豆

果樹類 令和6年４月１日以降に植栽された果樹のみ

ぶどう　　　　　　　　● ◎ いちじく　　　　　　　● ◎ なし　　　　　　　　　● ◎

当年12月末までに、営農計画書により作付け面積の拡大を確認する。

花き類 複数年作物は定植後３年とする

きく類 ● ユーカリ　　　　　　　● ◎ リンドウ　　　　　　　● ◎ 葉ボタン



別紙

１．地域農業再生協議会名

２．活用予定額の総括表

（単位：円）

当初配分
(A)

追加配分
(B)

33,944,000 33,944,000 33,943,800

（注）追加配分が未定の段階にあっては、該当箇所を空欄により作成することとします。

甲賀市農業再生協議会

８　産地交付金の活用方法の明細

甲賀市農業再生協議会

協議会等名

配分枠（A+B）

活用予定額



３．活用方法

配分枠

33,944,000

麦 大豆 飼料作物 米粉用米 飼料用米 WCS用稲 加工用米 野菜 花き・花木 果樹
その他の
高収益作

物

1 麦・大豆生産性・品質向上助成 1 4,000 31,000 1,400 32,400 12,960,000 令和８年度

2 野菜・花き・果樹助成 1 6,000 2,500 150 20 2,670 1,602,000 令和８年度

3 重点作物加算 1 25,000 2,000 130 20 2,150 5,375,000 令和８年度 〇

4 重点作物加算（二毛作） 2 25,000 1,000 1,000 2,500,000 令和８年度 〇

5 飼料作物助成 1 17,000 2,500 2,500 4,250,000 令和８年度

6 雑穀・特用作物助成 1 4,000 42 100 142 56,800 令和８年度

7 水田フル活用促進助成 1 6,000 12,000 12,000 7,200,000 令和８年度

実面積 31,000 1,400 2,500 12,000 2,500 150 20 42 100 49,712 ※６

実面積 1,000 1,000 33,943,800

整
理
番
号

戦略作物

新市場
開拓用米

合計（基幹）※４

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　「面積」は、当初配分により支援を行う使途について記入し、追加配分により支援を行う使途については、追加配分額が未定の段階にあっては空欄としてください。
※４　「合計（基幹）の実面積」は、基幹作を対象とした設定の実面積を記入し、「合計（二毛作）の実面積」は、二毛作を対象とした設定の実面積を記入してください。
　　　 また、「合計②」欄は、基幹作、二毛作それぞれの実面積の合計を記入してください。
※５　②の合計は、各使途の合計面積を記入してください。
※６　所要額欄の二重枠には、所要額の合計を記入してください。
（注）使途ごとに「産地交付金の活用方法の明細（個票）」を添付してください。

合計（二毛作）※４

(参考）
魅力ある産地の拡
大・発展に向けた

取組支援該当
そば

使途
※１

単価①
（円/10a）

作
期
等
※２

高収益作物

なたね

（参考）
支援年限

※７

所要額
①×②
（円）その他

合計
②
※５



４．追加配分を受けた場合の調整方法

５．所要額が配分枠を超過した場合の調整方法

6．高収益作物について

注１ 産地交付金で支援する作物のうち、高収益作物に該当する作物名（野菜、花き・花木、果樹除く）を記載してください。

注２ 収益性のわかるデータを添付してください。

追加配分等を受けた場合は、
以下の①→②→③→④の順に交付単価を調整（すべて千円未満切り捨て）する。
①整理番号2に活用する。取組計画面積に応じて、3,000円を上限に単価を調整する。
②整理番号3に活用する。取組計画面積に応じて、3,000円を上限に単価を調整する。
③整理番号4に活用する。取組計画面積に応じて、3,000円を上限に単価を調整する。
④整理番号5に活用する。取組計画面積に応じて、3,000円を上限に単価を調整する。

減額調整時は、以下５のとおりとする。

整理番号5、7、3、4の順に単価調整する。（千円未満切り捨て）下限金額は次のとおりとする。

　整理番号5：15,000円　整理番号7：5,000円　整理番号3：21,000円　整理番号4：21,000円


